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(百万円未満切捨て)

１．2022年９月期第３四半期の連結業績（2021年10月１日～2022年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年９月期第３四半期 34,792 6.1 5,649 1.3 6,481 5.6 3,979 △15.3
2021年９月期第３四半期 32,801 △0.8 5,574 8.1 6,136 7.5 4,698 19.9

(注) 包括利益 2022年９月期第３四半期 10,218百万円(31.2％) 2021年９月期第３四半期 7,787百万円(94.7％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年９月期第３四半期 252.28 222.49

2021年９月期第３四半期 284.96 252.65
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年９月期第３四半期 88,692 61,528 69.3

2021年９月期 78,414 54,174 69.0
(参考) 自己資本 2022年９月期第３四半期 61,460百万円 2021年９月期 54,103百万円
　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年９月期 － 40.00 － 70.00 110.00

2022年９月期 － 40.00 －

2022年９月期(予想) 70.00 110.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　

３．2022年９月期の連結業績予想（2021年10月１日～2022年９月30日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 48,000 5.6 7,250 △1.0 7,850 △2.3 5,350 △10.7 339.15
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

(注) 詳細は、添付資料P.7「2.四半期連結財務諸表及び主な注記(3)四半期連結財務諸表に関する注記事項(会計方針
の変更)」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年９月期３Ｑ 20,869,380株 2021年９月期 20,869,380株

② 期末自己株式数 2022年９月期３Ｑ 5,147,491株 2021年９月期 4,847,391株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年９月期３Ｑ 15,774,659株 2021年９月期３Ｑ 16,489,138株

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社グループが現在入手している情報及び合理的であ

ると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たって

の注意事項等については、添付資料P.2「1.当四半期決算に関する定性的情報(3)連結業績予想などの将来予測情報に関

する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間（2021年10月１日～2022年６月30日）における世界経済は、新型コロナウイルス感染

症の流行により多方面の経済活動が抑制されましたが、総体的には緩やかな回復基調となりました。

我が国経済につきましては、個人消費や生産活動に足踏みが見られたものの、設備投資に持ち直しの兆しが見ら

れるなど、景気に回復の動きが見られました。

このような状況の下、当社グループと深く関わる自動車業界につきましては、世界各地域で電動化対応を含め設

備投資計画が積極化しました。

一方、同じく当社グループと深く関わるエレクトロニクス業界では、先端製品の需要が好調推移する中で、半導

体デバイス向け設備投資に活性化の動きが見られました。

当社グループは、このような経営環境に対応するため、各市場動向に応じ、設備品及び消耗品の拡販に努め、ロ

ーカルニーズに対応した製品投入を進めるとともに、技術革新・次世代装置などの高付加価値製品の開発にも注力

してまいりました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高347億92百万円(前年同期比6.1％増)、営業利益56億49

百万円(前年同期比1.3％増)、経常利益64億81百万円(前年同期比5.6％増)、親会社株主に帰属する四半期純利益は、

前期に発生した連結子会社の持分譲渡に伴う特別利益の剥落などにより、39億79百万円(前年同期比15.3％減)とな

りました。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

溶接機器関連事業

溶接機器関連事業につきましては、取引先である自動車業界において、アジア地域で堅調な生産活動が見られ、

車体組立分野の設備投資についても総じて堅調な推移となりました。

このような環境の下、当部門として設備品及び消耗品の拡販を図ったものの、原材料や輸送に係るコスト上昇な

どにより、営業利益は前年同期を下回りました。

この結果、部門売上高は202億18百万円(前年同期比7.2％増)、部門営業利益は30億３百万円(前年同期比7.6％減)

となりました。

平面研磨装置関連事業

平面研磨装置関連事業につきましては、高度半導体デバイスにおける用途の多様化などを背景とし、取引先であ

るエレクトロニクス関連素材においても、堅調な生産活動や設備投資が続きました。

このような環境の下、当部門として顧客要求に適合した製品の販売促進に努めたことなどにより、業績は前年同

期を上回りました。

この結果、部門売上高は145億77百万円(前年同期比4.5％増)、部門営業利益は26億94百万円(前年同期比13.1％

増)となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末における総資産は886億92百万円と、前連結会計年度末に比べて102億77百万円増加

しました。受取手形及び売掛金が11億33百万円、長期預金が40億28百万円減少した一方、現金及び預金が75億38百

万円、電子記録債権が９億86百万円、棚卸資産が52億91百万円、建物及び構築物(純額)が８億98百万円増加したこ

となどによります。

負債は271億63百万円と、前連結会計年度末に比べて29億23百万円増加しました。支払手形及び買掛金が９億24百

万円、前受金が20億８百万円増加したことなどによります。

純資産は615億28百万円と、前連結会計年度末に比べて73億54百万円増加しました。自己株式を10億93百万円取得

した一方、利益剰余金が22億29百万円、為替が前期末より円安のため為替換算調整勘定が63億68百万円増加したこ

となどによります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年９月期の連結業績予想につきましては、現時点において概ね計画通りに推移しており、2021年11月12日に

発表しました業績予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 26,635 34,174

受取手形及び売掛金 12,326 11,192

電子記録債権 3,303 4,289

有価証券 63 112

商品及び製品 5,923 8,459

仕掛品 4,042 5,906

原材料及び貯蔵品 3,028 3,919

その他 1,048 1,639

貸倒引当金 △423 △328

流動資産合計 55,948 69,366

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 7,980 8,879

土地 3,315 3,461

その他（純額） 2,981 3,135

有形固定資産合計 14,278 15,476

無形固定資産

のれん 171 103

その他 515 487

無形固定資産合計 686 591

投資その他の資産

投資有価証券 1,489 1,308

長期預金 4,844 815

その他 1,177 1,145

貸倒引当金 △10 △11

投資その他の資産合計 7,501 3,257

固定資産合計 22,465 19,325

資産合計 78,414 88,692
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,340 5,264

1年内返済予定の長期借入金 130 144

未払法人税等 903 644

前受金 5,487 7,495

賞与引当金 911 539

その他 1,554 1,614

流動負債合計 13,328 15,703

固定負債

転換社債型新株予約権付社債 6,042 6,033

長期借入金 666 631

繰延税金負債 3,370 3,996

役員退職慰労引当金 88 93

退職給付に係る負債 534 466

その他 208 237

固定負債合計 10,911 11,459

負債合計 24,240 27,163

純資産の部

株主資本

資本金 1,925 1,925

資本剰余金 2 2

利益剰余金 65,450 67,679

自己株式 △16,031 △17,125

株主資本合計 51,346 52,482

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 398 252

為替換算調整勘定 2,357 8,726

その他の包括利益累計額合計 2,756 8,978

非支配株主持分 70 67

純資産合計 54,174 61,528

負債純資産合計 78,414 88,692
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年10月１日
　至 2021年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年10月１日
　至 2022年６月30日)

売上高 32,801 34,792

売上原価 21,821 23,279

売上総利益 10,980 11,513

販売費及び一般管理費 5,405 5,864

営業利益 5,574 5,649

営業外収益

受取利息 355 456

受取配当金 19 20

為替差益 56 300

収用補償金 60 －

その他 226 141

営業外収益合計 719 919

営業外費用

支払利息 26 22

自己株式取得費用 58 －

固定資産除却損 36 43

その他 36 21

営業外費用合計 156 87

経常利益 6,136 6,481

特別利益

投資有価証券売却益 109 149

関係会社出資金売却益 980 －

特別利益合計 1,089 149

税金等調整前四半期純利益 7,226 6,631

法人税、住民税及び事業税 2,213 1,837

法人税等調整額 305 807

法人税等合計 2,519 2,645

四半期純利益 4,706 3,985

非支配株主に帰属する四半期純利益 7 6

親会社株主に帰属する四半期純利益 4,698 3,979
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年10月１日
　至 2021年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年10月１日
　至 2022年６月30日)

四半期純利益 4,706 3,985

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 60 △146

為替換算調整勘定 3,020 6,378

その他の包括利益合計 3,081 6,232

四半期包括利益 7,787 10,218

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 7,776 10,201

非支配株主に係る四半期包括利益 10 16
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、2021年11月12日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同

法第156条の規定に基づき、自己株式の取得に係る事項について決議しました。これを受け、東京証券取引所の自

己株式立会外買付取引(ToSTNeT-3)を含む市場買付けにより、2021年11月15日から2021年11月16日までに普通株式

300,000株、1,093百万円の取得を行いました。

（会計方針の変更）

(収益認識に関する会計基準等の適用)

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、

当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

　これにより、商品及び製品の国内販売について、従来、出荷時に収益を認識していたものについては、検収時

に収益を認識する方法に変更しております。

　輸出販売について、従来、船積基準により収益を認識していたものについては、インコタームズ等で定められ

た貿易条件に基づきリスク負担が顧客に移転した時に収益を認識する方法に変更しております。

　有償支給取引について、従来、有償支給した支給品について消滅を認識しておりましたが、支給品を買い戻す

義務を負っている場合、当該支給品の消滅を認識しない方法に変更しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。また、利益剰余金の当期首残高

に与える影響はありません。

　「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な

取扱いに従って、前第３四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載してお

りません。

(時価の算定に関する会計基準等の適用)

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計

基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計

基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表

に与える影響はありません。

（追加情報）

(連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用)

当社及び一部の国内連結子会社は、「所得税法等の一部を改正する法律」（2020年法律第８号）において創設

されたグループ通算制度への移行及びグループ通算制度への移行にあわせて単体納税制度の見直しが行われた項

目については、「連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用に関する取扱い」（実務

対応報告第39号 2020年３月31日）第３項の取扱いにより、「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会

計基準適用指針第28号 2018年２月16日）第44項の定めを適用せず、繰延税金資産及び繰延税金負債の額につい

て、改正前の税法の規定に基づいております。

(新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する会計上の見積り)

新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する会計上の見積りにおいて、前連結会計年度の有価証券報

告書の（重要な会計上の見積り）に記載した仮定に重要な変更はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2020年10月１日 至 2021年６月30日)

　 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

溶接機器
関連事業

平面研磨装置
関連事業

計

売上高

外部顧客への売上高 18,857 13,943 32,801 － 32,801

セグメント間の内部
売上高又は振替高

1 0 1 △1 －

計 18,858 13,943 32,802 △1 32,801

セグメント利益 3,251 2,382 5,634 △59 5,574

(注) １ セグメント利益の調整額△59百万円には、セグメント間取引消去△１百万円及び報告セグメントに

配分していない全社費用△58百万円が含まれております。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2021年10月１日 至 2022年６月30日)

　 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

溶接機器
関連事業

平面研磨装置
関連事業

計

売上高

外部顧客への売上高 20,218 14,574 34,792 － 34,792

セグメント間の内部
売上高又は振替高

0 2 3 △3 －

計 20,218 14,577 34,796 △3 34,792

セグメント利益 3,003 2,694 5,697 △48 5,649

(注) １ セグメント利益の調整額△48百万円には、セグメント間取引消去△３百万円及び報告セグメントに

配分していない全社費用△45百万円が含まれております。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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３．補足情報

（１）生産、受注及び販売の状況

①生産実績

当第３四半期連結累計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 生産高(百万円) 前年同期比(％)

溶接機器関連事業 16,470 +8.1

平面研磨装置関連事業 11,171 +6.7

合計 27,641 +7.5

(注) １ セグメント間取引については、相殺消去しております。

２ 金額は、販売価格で表示しております。

②受注実績

当第３四半期連結累計期間における受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 受注高(百万円) 前年同期比(％) 受注残高(百万円) 前年同期比(％)

溶接機器関連事業 24,385 +23.3 10,488 +58.0

平面研磨装置関連事業 27,241 +53.6 29,703 +65.5

合計 51,627 +37.6 40,191 +63.5

(注) １ セグメント間取引については、相殺消去しております。

２ 溶接機器関連事業の受注残高は、車体組立分野向け製品受注の増加等による影響で、前年同期と比べ増加し

ております。

③販売実績

当第３四半期連結累計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 販売高(百万円) 前年同期比(％)

溶接機器関連事業 20,218 +7.2

平面研磨装置関連事業 14,574 +4.5

合計 34,792 +6.1

(注) セグメント間取引については、相殺消去しております。

（２）地域別販売状況

(単位：百万円)

日本
アジア

パシフィック 米州 その他 計 調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)

売上高

　 外部顧客への売上高 14,090 16,276 2,777 1,649 34,792 － 34,792

　 セグメント間の内部
　 売上高又は振替高

2,275 1,826 67 27 4,196 △4,196 －

計 16,365 18,102 2,845 1,676 38,989 △4,196 34,792

セグメント利益 2,815 2,724 97 85 5,723 △74 5,649

(注) セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　


